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【出席】 

市長、健康保険課長、商工労政課長、防災・危機管理課長、地方創生推進課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

日田市 企画振興部 地方創生推進課 シティセールス係 

TEL 0973-22-8627  FAX 0973-22-8250 
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    ― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

令和 5年 1月 5日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

新型コロナウイルスワクチン接種情報 

 

概 要 新型コロナウイルスワクチン接種情報をお知らせします。 

内 容 

 

・全国の新規感染者数は増加傾向 

・県内においても、新規感染者数が1日あたり2,000人を上回る日が増えており、病床使用率は 

60％を超える状況となっている 

・市内においても、施設等でクラスターが発生するなど増加しており、医療提供体制に影響が出て 

いる 

・インフルエンザについても市内で感染が確認されており、注意が必要 

 

【感染対策のお願い】 

・常時もしくは定期的な換気、場面に応じたマスクの着用、こまめな手洗い、密の回避等基本的感 

染対策の徹底 

 

●ワクチン接種状況 

【全体接種状況】※12月31日現在 

 

 

 

 

 

 

区 分 人数 
1回目 

接種率 

2回目 

接種率 

3回目 

接種率 

4回目 

接種率 

5回目 

接種率 

全年代人口 

（R3.4.1時点） 
63,965人 82.72% 82.25% 70.18% 48.39% 22.11% 

オミクロン株対応ワクチン接種状況 

(3～5回目合計 23,120人) 

1.32% 

(844人) 

12.71% 

(8,131人) 

22.11% 

(14,145人) 
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【オミクロン株対応ワクチンによる追加接種（3～5回目）】 

〈対象者〉 

2回目以降の接種から3か月以上経過した12歳以上の方 

〈ワクチンの種類〉 

オミクロン株（BA.4-5）対応ファイザー社ワクチン 

〈接種場所〉 

市内一部医療機関、集団接種会場 

 

【集団接種】 

〈集団接種の予定〉 

◆集団接種1月日程表  

会場 接種日 受付時間 

アオーゼ 

1 月 ５日（木）～ ７日（土） 

1 月 10日（火）～14日（土） 

1 月 17日（火）、20 日（金）、21 日（土） 

24 日（火）、27 日（金）、28 日（土） 

13：30～16：00 

※予約状況に応じて接種日を短縮する場合あり。 

※2月以降は未定。 

 

〈集団接種予約〉 

 方 法：インターネット 

予約専用電話（9：00～18：00） 

 

注 意 

 現時点では、オミクロン株対応ワクチンは1人1回限りとなっているため、「BA.1」、「BA.4-5」 

のどちらか1回でも接種した方は、それ以降は接種できない 

 

 

 

 

添付資料  無  ・  有（ 枚） 

市民への 

周知 
 広報ひた 1月１日号、市ホームページ 

注意事項  ― 

問合せ 健康保険課感染症対策係 担当：井上・中野 ☎0973-22-8281/22-8243 
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    ― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

 令和 5年 1月 5日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

地域消費喚起プレミアム商品券 Part３ 
（紙・電子）を販売します 

 

概要 

コロナ禍の長期化に加え、燃料・物価高騰、ウクライナ情勢などにより多くの事業者が打撃を

受けています。個人消費の下支えを図ることにより、価格転嫁を行いやすい環境づくりを進め、

経済の好循環と再活性化の実現のため、県と連携しプレミアム商品券を発行します。 

内容 

◇「大分県地域消費喚起プレミアム商品券支援事業」の助成を受け実施するもの。 

電子商品券・紙商品券ともプレミアム率 30%（県 20%、市 10%） 

商品券発行総額：10億 4,000 万円 

【電子商品券】発行口数 110,000 口  6,500 円分を 5,000円で販売 

（共通分3,000 円、中小店専用分 3,500 円） 

      購入上限:1 人 10口 （購入上限額 50,000円）      

      申込方法:「ひた pay」アプリをダウンロードし、アプリ内で申込 

     2 月 15日号の広報に掲載（先着順） 

申込期間:令和 5年 3月 1日（水）～ 完売まで 

購入方法:申込から 1週間以内にコンビニエンスストアでチャージ 

使用期間:令和 5年 3月 1日（水）～令和 5年 7月 31日（月） 

【紙商品券】発行冊数 25,000 冊 13,000円分（500円×26枚）を 10,000円 

で販売（共通券 12枚 6,000 円、中小店専用券14枚 7,000 円） 

      購入上限:1 人 2冊  （購入上限額 20,000円）     

申込方法：Web による申込 （申込者多数の場合は抽選） 

                ・スマートフォンやパソコンから申込 

・サポート会場（市役所本庁）で申込（1月18日（水）～31日（火）開設） 

               振興局、振興センターに設置の用紙で申込 

１月 15日号の広報に申込案内を同封 

 申込期間:令和 5年 1月 17日（火）～令和5年 1月 31日（火） 

 引換期間:令和 5年 2月 20日（月）～令和 5年 3月 10日（金） 

使用期間:令和 5年 3月 1日（水）～令和 5年 7月 31日（月） 

商品券に関するお問い合わせ先：日田市プレミアム付商品券発行実行委員会 

日田商工会議所 22-3184、日田地区商工会 57-2976 

添付資料   無  ・  有（   枚） 

市民への 

周知 
 紙：広報同封発送 1/15号  電子：広報ひた 2/15号に掲載   

注意事項   

問合せ  商工労政課 商業・消費生活係 担当：梶原（正）・梶原（洋） ☎0973-22-8239 
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   ― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

令和５年１月５日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

令和 5年日田市消防団出初式について 

 

概要 

日田市の消防団員の士気高揚と市民の皆様に防火防災への理解を深めていただ

くため出初式を毎年行っていますが、昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防

止のため、内容を縮小した上で令和 5年出初式を開催します。 

内容 

【日 時】 

令和 5年 1月 15日（日）10：00～ 

【場 所】 

陸上競技場駐車場、三隈川右岸（銭渕橋下流） 

【内 容】 

陸上競技場駐車場より市内中心街を経由し、三隈川右岸まで車両行進 

放水点検（三隈川右岸（銭渕橋下流））11：00 頃～ 

【出動分団数及び団員数】 

  35 分団、192名 

【次第及び進行時間表】 

内容 時間 備考 

１．招集サイレン  9:00  

２．消防団員集合  9:40 
陸上競技場駐車場 

（操法披露：朝日分団、 

中津江方面団選抜） 

３．開式のことば 10:00～10:01 

４．人員報告 10:01～10:03 

５．操法披露 10:10～10:35 

６．車両行進 10:35～10:45 三隈川右岸へ行進 

７．放水点検 11:00頃～11:15 

三隈川右岸 ８．市長講評 11:15～11:20 

９．閉式のことば 11:20～11:23 

１０．解散 11:25  

※出初式を観覧する際は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの着用な

ど基本的な感染対策をお願いします。 

添付資料   無  ・  有  （１枚） 

市民への 

周知 
 広報ひた１/１号 

注意事項   

問合せ  防災・危機管理課防災・危機管理係 担当：藤原・田吹  ☎0973-22-8363 



日田市陸上競技場駐車場～日田高校交差点左折～大分地方法務局交差点右折～市役所前
交差点～淡窓一丁目左折～中央一丁目左折～日田駅前右折～隈町公園下左折～三隈右岸
遊歩道
※放水終了後～竹田公園側から順に各分団解散

日田市消防団出初式　放水点検関係車両のパレード経路

訓練会場 ～ 放水点検会場

放水点検会場 ～ 解散

日田市陸上競技場駐車場

放水点検会場

5



6 
 

― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

令和５年１月５日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

令和４年 日田市の出来事 

 

概要 令和４年中の日田市での主要な出来事を選定しましたので、お知らせします。 

内容 

 

「令和４年 日田市の出来事」 

 

1．ガランドヤ古墳公園がオープン（3月） 

2．「日田市手話言語条例」がスタート（4月） 

3．ウクライナからの避難者受入れ（4月） 

４.日田駅周辺広場が完成！（5月） 

５．３年ぶりに“日田のまつり”開催  5 月：第 75回日田川開き観光祭 

7 月：日田祇園 

                             11 月：第 43回日田天領まつり 

第 18回千年あかり 

６．大山文化センターリニューアル（7月） 

7.「進撃の日田」の快挙（10月） 

８．東京 2020 オリンピック・パラリンピックの日田材をレガシーに（11月） 

 

※広報ひた１月１日号に同タイトルで掲載しています。 

添付資料   無  ・  有 （ ２ 枚）  

市民への周知  広報ひた 1月 1日号、市ホームページ 

注意事項   

問合せ  地方創生推進課シティセールス係 担当：桒野・河北 ☎0973-22-8627 
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や

研
修

会
、
イ

ベ
ン

ト
会

場
と

し
て

多
く

の
人

に
活

用
し

て
ほ

し
い

。
教

育
委

員
会

大
山

文
化

セ
ン

タ
ー

7
1

0
「

進
撃

の
日

田
」

の
快

挙
令

和
３

年
７

月
～

令
和

４
年

６
月

の
期

間
に

実
施

さ
れ

た
優

れ
た

広
告

企
画

に
授

与
さ

れ
る

㈱
講

談
社

主
催

の
「

講
談

社
メ

デ
ィ

ア
ア

ワ
ー

ド
2

0
2

2
」

を
進

撃
の

日
田

ま
ち

お
こ

し
協

議
会

の
「

進
撃

の
日

田
」

地
域

活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

受
賞

し
た

。
「

進
撃

の
巨

人
」

を
活

用
し

た
日

田
へ

の
誘

客
、
日

田
の

名
産

品
と

の
コ

ラ
ボ

グ
ッ

ズ
の

販
売

な
ど

の
取

組
み

が
高

く
評

価
さ

れ
た

。
企

画
振

興
部

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

8
1

1
東

京
2

0
2

0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
日

田
材

を
レ

ガ
シ

ー
に

市
は

、
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

の
「

日
本

の
木

材
活

用
リ

レ
ー

 ～
み

ん
な

で
作

る
選

手
村

ビ
レ

ッ
ジ

プ
ラ

ザ
～

」
に

日
田

材
を

提
供

。オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

終
了

後
、返

還
さ

れ
た

日
田

材
を

大
会

の
レ

ガ
シ

ー
（

遺
産

）
と

し
て

残
す

た
め

、
活

用
策

や
デ

ザ
イ

ン
の

「
ア

イ
デ

ア
」

を
募

集
し

、
東

屋
や

ベ
ン

チ
等

に
活

用
す

る
こ

と
が

決
ま

っ
た

。
東

屋
は

、
竹

田
公

園
の

せ
せ

ら
ぎ

水
路

の
そ

ば
に

完
成

し
、
ベ

ン
チ

も
竹

田
公

園
な

ど
の

３
か

所
に

設
置

さ
れ

た
。

農
林

振
興

部
林

業
振

興
課

内
容

３
年

ぶ
り

に
〝
日

田
の

ま
つ

り
"開

催

5
・

7
・

1
1

5

7



9　
　

広
報

ひ
た

 2
02

3.
１

.１
20

23
.１

.１
広

報
ひ

た
　

　
8 

Ev
en

ts
 in

 H
IT

A
Ev

en
ts

 in
 H

IT
A

令
和

４
年

令
和

４
年

日
田

市
の

出
来

事
日

田
市

の
出

来
事

令
和

４
年

の
主

要
な

出
来

事
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
ま

し
た

。
皆

さ
ん

の
記

憶
の

中
に

は
何

が
残

っ
て

い
ま

す
か

。

　
国

指
定

史
跡「

ガ
ラン

ド
ヤ

古
墳

」の
保

存
管

理
や

歴
史

と
ふ

れ
あ

う
市

民
の

憩
い

の
場

とし
て

、
ガ

ラ
ン

ド
ヤ

古
墳

公
園

が
3月

27
日

に
オ

ー
プ

ン
し

た
。

公
園

内
に

は
１

号
墳

保
存

施
設

、２
号

墳
環

境
調

査
施

設
と

と
も

に
ガ

イ
ダ

ン
ス

棟
を

設
置

。
ガ

イ
ダ

ン
ス

棟
で

は
、古

墳
の

概
要

を
パ

ネ
ル

や
模

型
で

解
説

し
、動

画
や

１
・

２
号

墳
の

石
室

ＶＲ
ビ

ュ
ー

画
像

も
閲

覧
で

き
る

。

ガ
ラ

ン
ド

ヤ
古

墳
公

園
が

オ
ー

プ
ン

　
手

話
が

言
語

で
あ

る
と

の
認

識
に

基
づ

き
、手

話
を

通
じ

て「
全

て
の

市
民

が
相

互
に

人
格

及
び

個
性

を
尊

重
し

、地
域

で
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

の
で

き
る

社
会

」を
目

指
す

条
例

が
制

定
さ

れ
た

。

「
日

田
市

手
話

言
語

条
例

」が
ス

タ
ー

ト

　
ロ

シ
ア

に
よ

る
ウ

ク
ラ

イ
ナ

へ
の

軍
事

侵
攻

の
影

響
を

受
け

た
避

難
者

６
人

を
、民

間
団

体
と

の
連

携
の

も
と

受
け

入
れ

た
。

住
宅

の
提

供
や

教
育

に
関

す
る

支
援

を
行

っ
た

り
、困

り
ご

と
の

相
談

に
応

じ
た

り
す

る
な

ど
、生

活
の

サ
ポ

ー
ト

を
続

け
て

い
る

。

ウ
ク

ラ
イ

ナ
か

ら
の

避
難

者
受

入
れ

　
令

和
３

年
か

ら
大

規
模

改
修

を
行

っ
て

い
た

大
山

文
化

セ
ン

タ
ー

が
完

成
し

、７
月

１
日

に
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
オ

ー
プ

ン
し

た
。

施
設

内
は

、
W

i-
Fi

環
境

を
整

備
し

、高
輝

度
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

等
を

設
置

。
各

種
会

議
や

研
修

会
、イ

ベ
ン

ト
会

場
と

し
て

多
く

の
人

に
活

用
し

て
ほ

し
い

。

大
山

文
化

セ
ン

タ
ー

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

　
令

和
３

年
７

月
～

令
和

４
年

６
月

の
期

間
に

実
施

さ
れ

た
優

れ
た

広
告

企
画

に
授

与
さ

れ
る

㈱
講

談
社

主
催

の「
講

談
社

メ
デ

ィア
ア

ワ
ード

２０
２２

」を
、進

撃
の

日
田

ま
ち

お
こし

協
議

会
の「

進
撃

の
日

田
」地

域
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

クト
が

受
賞

し
た

。「
進

撃
の

日
田

」を
活

用
し

た
日

田
へ

の
誘

客
、日

田
の

名
産

品
と

の
コ

ラ
ボ

グ
ッ

ズ
の

販
売

な
ど

の
取

組
み

が
高

く
評

価
さ

れ
た

。

「
進

撃
の

日
田

」の
快

挙

　
市

は
、

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

の「
日

本
の

木
材

活
用

リ
レ

ー
 

～
み

ん
な

で
作

る
選

手
村

ビ
レ

ッ
ジ

プ
ラ

ザ
～

」に
日

田
材

を
提

供
。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

終
了

後
、返

還
さ

れ
た

日
田

材
を

大
会

の
レ

ガ
シ

ー
（

遺
産

）と
し

て
残

す
た

め
、活

用
策

や
デ

ザ
イン

の「
ア

イ
デ

ア
」を

募
集

し
、東

屋
や

ベ
ン

チ
等

に
活

用
す

る
こ

と
が

決
ま

っ
た

。
東

屋
は

、竹
田

公
園

の
せ

せ
ら

ぎ
水

路
の

そ
ば

に
完

成
し

、ベ
ン

チ
も

竹
田

公
園

な
ど

の
３

か
所

に
設

置
さ

れ
た

。

東
京

20
20

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
日

田
材

を
レ

ガ
シ

ー
に

　
令

和
２

年
か

ら
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
工

事
を

進
め

て
き

た
日

田
駅

北
広

場
及

び
日

田
駅

地
下

歩
道

が
、５

月
20

日
か

ら
供

用
開

始
さ

れ
た

。こ
れ

に
よ

っ
て

、日
田

駅
南

広
場

と
合

わ
せ

た
日

田
駅

周
辺

の
一

体
的

な
整

備
を

全
て

終
え

た
。

日
田

駅
周

辺
広

場
は

、に
ぎ

わ
い

づ
くり

の
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

な
ど

を
想

定
。

マ
ル

シ
ェ

や
商

店
街

の
催

し
な

ど
、た

くさ
ん

の
市

民
に

利
用

し
て

も
ら

い
た

い
。日
田

駅
周

辺
広

場
が

完
成

！

第
75

回
日

田
川

開
き

観
光

祭
　

第
75

回
日

田
川

開
き

観
光

祭
が

３
年

ぶ
り

に
通

常
規

模
で

開
催

さ
れ

た
。

天
候

に
も

恵
ま

れ
、

２
日

間
の

来
場

者
数

は
計

９
万

8,
00

0人
。

ブ
ラ

ジ
ル

人
の

プ
ロ

ダ
ン

サ
ー

や
市

民
ダ

ン
サ

ー
た

ち
に

よ
る

ス
ペ

シ
ャ

ル
サ

ン
バ

パ
レ

ー
ド

も
あ

り
、市

内
は

熱
気

に
包

ま
れ

た
。

日
田

祇
園

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
た

め
、集

団
顔

見
世

は
中

止
と

な
っ

た
も

の
の

、大
和

町
、

若
宮

町
、港

町
、平

成
山

の
山

鉾
計

４
基

が
巡

行
。

豆
田

下
町

、三
隈

町
、川

原
町

は
飾

り
山

を
行

い
、豪

華
絢

爛
な

山
鉾

が
３

年
ぶ

り
に

日
田

の
夏

を
彩

っ
た

。
４

月
に

は
、日

田
祇

園
の

振
興

、保
存

・
継

承
に

大
きく

貢
献

さ
れ

た
後

藤
稔と

し
お 夫

氏（
日

田
祇

園
山

鉾
振

興
会

名
誉

会
長

）
に

文
化

庁
長

官
感

謝
状

が
伝

達
さ

れ
た

。

第
43

回
日

田
天

領
ま

つ
り

・
第

18
回

千
年

あ
か

り
　

第
43

回
日

田
天

領
ま

つ
り

・
第

18
回

千
年

あ
か

り
が

３
年

ぶ
り

に
開

催
さ

れ
、約

７
万

5,
00

0
人

の
来

場
者

が
訪

れ
た

。「
郡

代
夫

婦
思

い
出

づ
くり

」で
は

、４
組

の
夫

婦
が

天
領

日
田

の
町

並
み

を
散

策
。

約
２

万
本

の
幻

想
的

な
灯

に
は

、新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
終

息
を

願
う

思
い

が
込

め
ら

れ
た

。

３
年

ぶ
り

に
“日

田
の

ま
つ

り
”開

催

©
諫

山
創

／
講

談
社
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NO.1

日 曜 総務部 企画振興部 市民環境部 福祉保健部 商工観光部

1 日

2 月

3 火

4 水
・新年互礼会（11：00～　全員
協議会室）

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

・令和5年　日田市交通安全
祈願祭（10：00～　大原八幡
宮本殿前）

12 木
・令和５年第１回日田市議会
定例会提出議案締切

13 金
・令和4年度駐屯地二十歳の
つどい（9：30～　玖珠駐屯地）

14 土

15 日
・日田市消防団出初式（10：00
～　陸上競技場駐車場、三隈
川）

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

令和5年1月予定表
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NO.2

日 曜 農林振興部 土木建築部 教育委員会 上下水道局
議会・選管・監査・農委・
消防・会計・振興局管内

1 日

2 月

3 火

4 水
・新年互礼会（11：00～）

5 木

6 金

7 土

8 日
・令和５年日田市２０歳のつど
い（11：00～　パトリア日田）

9 月

10 火
・小・中学校３学期始業式 ・第１回選挙管理委員会　10：

00～　本庁舎 中会議室（Ｂ）

11 水

・ひたアグリスクール商品開
発コース閉校式並びに新商
品市長報告会　閉校式15:40
～、報告会16:30～、場所：庁
議室

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月
・広域消防組合議会決算審査
特別委員会（10：00～）

17 火

18 水
・ファシリテーター養成講座
【第１回】（9：30～　ＡＯＳＥ会
議室）

19 木
・知事を囲む自治運営懇話会
（17：30～　大分市）

20 金

・日田市民文化振興基金事業
芸術鑑賞バスツアー（8：30～
大分県立美術館）

・カフェ陽だまり（10：00～　む
らづくり役場集会室）

21 土

22 日

23 月

・大分県人権・部落差別解消
教育研究協議会オープン講
座（15：00～　ＡＯＳＥ会議室）

・第24回なかつえ野菜市（11：
00～　むらづくり役場前）

24 火

25 水

・ファシリテーター養成講座
【第２回】（9：30～　ＡＯＳＥ会
議室）

26 木
・定例教育委員会（予定）（15：
00～　別館３階大会議室）

・日田市上下水道事業運営検
討委員会　1月26日(木)　13：
30～16：00

27 金
・カフェ陽だまり（10：00～　む
らづくり役場集会室）

28 土

29 日

30 月

31 火
・九州市議会議長会第4回理
事会（13：00～　大分市）

令和5年1月予定表
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